
 

岳 風 
＜ 学 校 教 育 目 標 ＞ 

・生活の向上に役立つ学力を身につけよう 

・人と自然を思いやる心を持とう 

・強い身体と正しい心で結び合おう 
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素質より努力 

校長 小 林 一 博 

暦も夏を迎え弟子屈も大変過ごしやすい季節となりました。保

護者の皆様におかれましては、日頃から本校の教育活動に対しま

して、深いご理解とあたたかなご支援をいただいておりますこと

に心から感謝申し上げます。 

また、新型コロナ感染症が季節性インフルエンザと同じ５類へ

の移行に伴い、各ご家庭に配付いたしました「学校における新型

コロナウイルス感染症への対応」に向けた対応に際しましても、

ご理解ご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

さて、表題の言葉は、私自身が座右の一つとしている言葉で

す。本格的な学校生活が始まり2ヶ月を迎えるに際して、今後、

中体連や定期試験、進路の実現などの自身の「取組」と「結果」

が明確に示される場面をたくさん迎えます。この後の話を、お子

さんと話題にして頂ければ幸いです。 

どんなんに恵まれた才能があっても磨き生かさなければ光りま

せん。逆に、素質に乏しくてもコツコツ時間をかけた努力の継続

で花開く例は数多くあります。例えば、イチロー選手を始め大谷

翔平選手にしても、第一線で活躍している人は、なぜか、自分の

ことを決して天才とは言いません。それは、活躍している人は、

例外なく、謙虚な気持ちで自身の目標に向けてきちんと努力をし

ているからです。本当の天才とは、自身の目標達成に向けて、地

道な努力を継続ができる人のことをいうのかも知れません。才能

は「与えられえる」ものではなく、努力を続けた後に「得られ

る」ものと考えます。 

皆さんは、日々、学んでいます。それは

何のためでしょう？学びの本質は、人間

は、いくつになっても、どの年代であって

も「学び続けているかどうか」によって、

その後の長い人生において人としての真価

が高まるからです。 

最後に、ちょっと難しい言葉ではありますが「言志四録」から

名言の一つを紹介します。 

「少にして学べば、則ち壮にして為すことあり。壮にして学べば、則ち老いて衰えず。老いて学べば、則ち死して朽ちず」。皆さんに

もきっと理解できるはずです。この意味を噛みしめることで、皆さんの心の成長が、これからも図られることを願っています。 

 



＜家庭学習習慣の定着に向けて＞ 

家庭学習の習慣の定着を目指

し、各教科担任にノートやワーク

等を提出すると、指導を受けられ

るようにしています。 

登校後、メモリアルホールに設

置されている「家庭学習提出

BOX」に家庭で学習したノートや

ワーク等を提出しておくと、教科

担任が回収し、添削やアドバイス

をしてくれます。積極的に提出し、

指導を受けましょう。 

また、学習方法について相談してみることもよいです

ね。 

 

＜前期生徒総会＞ 

5 月 17 日（水）に、前期生徒総

会がありました。生徒会役員と各委

員会が立案した前期の活動方針や

具体的な取組内容を全校で確認し

ました。 

自ら考え行動することで、弟子

屈中学校をよりよくしていこうと

いう思いを共有することができま

した。 

また、総会の後には、生徒会から体育祭のスローガン

「Challenger～弟中革命を起こせ」の発表がありました。

体育祭に向けても全校一丸となって取り組んでいきましょ

う。 

 

＜PTA 環境整備作業＞ 

5 月 20 日（土）に PTA 環境

整備作業を行いました。好天に

恵まれ、保護者・教職員 14名に

生徒 2名も加わり、16名の参加

で、体育祭に向けグラウンドの

除草作業を行いました。 

約 1 時間半の作業で、とても

きれいなグラウンドになりまし

た。 

体育祭に向け、団活動が本格

的に始まり、体育の時間や団練習の時間に、きれいなグラウ

ンドを使うことができるようになりました。参加された

方々に感謝の気持ちをもって、素晴らしい体育祭にしまし

ょう。 

整備作業にご協力いただき、ありがとうございました。 

 

 

＜3年生修学旅行＞ 

5月 11日（木）～13日（土）の 2

泊 3 日で 3 年生は修学旅行に行って

きました。新型コロナウイルス感染

症による制限が解除されてはいまし

たが、油断することなく、様々な確認

や準備をして、緊張しながら出発し

ました。天候にも恵まれ、全旅程を無

事に終え、戻ってくることができま

した。 

11 日（木）は、ウポポイでアイヌ

文化について学びました。宿泊地の

洞爺湖温泉街も散策しました。 

12 日（金）は、有珠山の噴火の様

子を学ぶことができる火山科学館や

金毘羅遺構を見学し、火山噴火につ

いて学びました。午後は、ルスツリゾ

ートで絶叫マシンを堪能しました。 

13 日（土）は、北海道の空の玄関

口である新千歳空港を見学し、北海

道の観光について理解を深めまし

た。 

温泉や火山を中心とした観光業の

町や施設を見学し、弟子屈町との違

いや共通点を学ぶことができまし

た。 

挨拶や集団での行動も大変立派

で、「弟子屈中学校の顔」として自覚

と責任ある行動ができた修学旅行でした。 

 

＜少年の主張弟子屈大会＞ 

5月 20日（日）に公民館で「少年の主張弟子屈大会」が

開催されました。弟子屈中学校からは、各学級の代表 4名

が出場し、立派な姿で自分の考えを発表しました。 

審査結果は次のとおりです。 

 

＜最優秀賞＞ 

大庭 美冬 『「死ぬ権利」は誰の手に』 

＜優秀賞＞ 

濱田 珠々 『いじめを少なくする社会へ』 

＜奨励賞＞ 

横川 祥大 『思いやりの種』 

大坂 駿仁 『消費税と社会の変化』 

 

最優秀賞に輝いた大庭さんは、7月 26日（水）に釧路市

生涯学習センター「まなぼっと」で開催される釧路地区大

会に出場します。 

 

 


